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１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
東
組
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
森
俊
寛

。
上
村
憲
章

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
～
江
戸
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
伏
見
丘
陵
西
側
の
平
坦
地
で
、
伏
見
城
下
の
中
央
西
寄
り
に
位

置
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た

『豊
公
伏
見
城
絵
図
』
な
ど
に
よ
れ

ば
、
武
家
屋
敷
の
一
画
に
位
置

し
、
高
橋
七
兵
衛
の
屋
敷
地
と

推
定
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
平
安
時

代
後
期
に
埋
没
し
た
二
条
の
溝

Ｄ

を
除
く
と
、
す
べ
て
桃
山
時
代

立ロ棘
以
降
のも
の
で
あ
る
。

潮
　
木
簡
は
、
径
約
八
ｍ
深
さ

四
ｍ
の
円
形
の
掘
込
み

一
、　
一

辺
約

一
〇
ｍ
深
さ
四

・
五
ｍ
の
方
形
の
掘
込
み
二
、　
一
角
を
調
査
し
た
の
み
で

形
状

・
規
模
の
不
明
な
掘
込
み
四
、
及
び
江
戸
時
代
以
降
の
撹
乱
坑
六
か
ら
出

土
し
た
。
こ
こ
で
は
墨
痕
が
比
較
的
よ
く
残
る

一
五
点
を
紹
介
す
る
。

掘
込
み

一
・
二
は
、
と
も
に
底
部
か
ら
時
計
回
り
に
登
る
ス
ロ
ー
プ
が
作
り

出
さ
れ
て
い
て
、
井
戸
の
よ
う
な
貯
水
施
設
を
も
た
な
い
。
伏
見
城
下
で
は
他

に
も
発
見
例
の
あ
る
も
の
で
、
築
城
時
の
土
取
り
穴
と
考
え
て
い
る
。
江
戸
時

代
前
期
に
は
埋
没
し
て
お
り
、
木
製
品
を
含
む
大
量
の
遺
物
が
出
上
し
た
。

な
お
、
紹
介
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
墨
痕
の
な
い
木
簡
状
の
木
製
品
が
掘
込

み

一
か
ら
二
点
、
掘
込
み
二
か
ら
二
点
出
土
し
て
い
る
。
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木
簡
の
釈
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・
内
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①
は
、
「た

（多
）
い
二
つ

（川
こ

と
あ
り
、
鯛
二
疋
に
付
し
た
荷
札
。
「
み

ぐ

）ヽ
や
か
わ

（可
王
こ

は
地
名
で
あ
ろ
う
。
②
は
頭
部
を
九
く
削
る
。
０
は

切
り
込
み
の
上
辺
が
弧
を
描
き
下
辺
は
直
線
に
す
る
。
⑤
は
、
裏
面
上
端
を
斜

め
に
削
る
。
０
は
、
染
め
車
に
付
け
た
荷
札
で
二
九
枚
の

「む
ら
さ
き
か
わ

（起
可
王
こ

（紫
皮
）
と
六

一
枚
の

「
し

（志
）
や
う
ふ
か
わ

（可
王
と

（菖
蒲

皮
）
を
音
物
と
し
て

「す

（春
）
る
か
」
（駿
河
）
か
ら
送
っ
た
も
の
。
「大
浜

一

右
」
「河
三
右
」
は
、
送
り
主
二
人
の
名
前
で
あ
ろ
う
。
菖
蒲
革
は
、
藍
染
め

の
鹿
皮
で
草
花
の
文
様
を
白
く
お
い
た
も
の
。
京
都
の
人
幡
の
染
草
が
有
名
で
、

菖
蒲
を
尚
武

・
勝
武
に
寄
せ
て
多
く
武
具
に
用
い
ら
れ
た
。
紫
草
も
鎧

・
刀

装

・
皮
足
袋
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
⑦
は
、
下
半
の
表
面
右
角
か
ら
裏
面

左
角
に
か
け
て
斜
め
に
径
二
ｍｍ
の
穿
孔
が
あ
る
が
、
木
簡
の
内
容
や
用
途
に
は
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関
係
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

的
は
、
上
部
に
切
り
込
み
の
痕
跡
が
残
る
。
⑫
は
、
上
下
に
本
組
み
の
切
り

込
み
が
あ
り
、
右
側
面
の
四
カ
所
に
釘
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
折
敷
の
縁
板
に
墨

書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
は
、
上
部
に
径
五
ｍｍ
の
穿
孔
を
施
す
。
ω
は
小
型

の
曲
物
の
底
板
に
墨
書
し
た
も
の
。

な
お
、
本
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
京
都
橘

大
学
の
有
坂
道
子
氏
、
滋
賀
県
立
大
学
の
東
幸
代
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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市
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料
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ょ
う

大
蓼

大
坂

城
跡

１
　
所
在
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大
阪
市
中
央
区
谷
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
Ｏ
Ｓ
〇
五
十
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
七
月
～

八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
井
　
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
豊
臣
氏
大
坂
城
前
期

（
一
五
八
〇
年
～
一
五
九
八
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
大
坂
城
の
西
方
に
広
が
る
武
家
地
の
一
角
に
あ
た
り
、
大
坂
城
大

手
門
か
ら
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
方
、

大
手
通
の
南
側
に
位
置
す
る
。

調
査
面
積
は
二
七
〇
♂
で
あ
る
。

木
簡
は
、
豊
臣
氏
大
坂
城
前

一期

（天
正
八
年

〈
一
五
人
○
〉
～

慶
長
三
年

（
一
五
九
八
》

に
属

す
る
廃
棄
土
坑
か
ら
計
六
点
出

土
し
た
。
廃
棄
土
坑
は

一
三
基

確
認
し
て
お
り
、
木
簡
は
漆
製

(大阪東北部)


